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先行事例①（スポーツ合宿誘致）
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金沢文化スポーツコミッション（石川県金沢市／2018年設立）

• 全国大会・国際大会誘致が活動の中心であったが、学生合宿補助金の事務局
移管を契機に、2023年度より本格的に合宿誘致に取り組む

• 施設管理者（プール）や民間企業と連携し、誘致人数に応じた委託金を支払
う成果報酬型の仕組みを取り入れることで誘致活動を促進

• スポーツ合宿以外の思い出作りを支援し、伝統文化体験、食文化体験などを
コーディネート

• 金沢名物の「ゴーゴーカレー」とコラボレーションしたオリジナルパッケー
ジの「合宿カレー」を企画、製作

2023年度9月30日時点
申請数225件（前年同期比2.1倍）
人泊数19,945人泊（同2.1倍）
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先行事例②（スポーツ合宿誘致）
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裾野市スポーツツーリズム推進協議会（静岡県裾野市／2018年設立）

• 海抜78.5ｍから2,196mまで2,100mの標高差を有している環境を活かし、
長距離陸上部をターゲットとした合宿を積極的に推進

• 活動当初は、副市長と担当職員で全国各地の陸上競技大会を行脚し、実業団
チームに直接営業活動を行うことで合宿を呼び込む

• アスリート向け食事メニュー「すその頂飯」を大学と共同開発（１週間分
21レシピ）、合宿の宿泊先であるペンションで共通メニューとして提供

• 宿泊施設や飲食店舗向けに「スポーツ栄養学講座」を実施し、講座で得た知
見を基に各店オリジナルの「すその頂飯」を９施設で考案



（参考）オリジナル「すその頂飯」
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先行事例③（スポーツボランティア養成）

スポーツコミッションせんだい（宮城県仙台市＋７市町／2014年設立）

• 新世紀・みやぎ国体（2001）、サッカーワールドカップ日韓大会（2002）、
仙台国際ハーフマラソン大会（2005）などの大規模スポーツ大会の開催経験
によりネットワークが構築され、コミッションに発展

• 大規模スポーツ大会に加え、野球、サッカー、バスケットボール等、複数の
トップスポーツチームの活動拠点であることから、安定的にボランティアの
活動機会を提供できる環境にある

• 2017年「せんだいスポーツボランティアステーション」を開設
• ボランティアの募集、登録、情報発信に加え、イベントとのマッチング、中
高生向け育成講座、登録者のスキルアップ研修なども行う
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先行事例④（人材育成／情報発信）

一般社団法人スポーツ観光おおさき（鹿児島県大崎町／2024年法人化）

• 2022年度自治体に事務局をおく任意団体として設立
• 2023年度に会計任用職員１名、地域おこし協力隊１名を新規採用
• 外部講師による研修プログラムを実施し、専門人材として育成

例）合宿・大会誘致の営業研修、等
• 2024年度の法人化のタイミングで、前年に採用した２名を直接雇用に切替
え、マネジメント人材として事務局長を新規採用（大阪から移住）

• 既存の観光パンフレットとは別に、合宿による来訪者向けの町内パンフレッ
ト「アスリートのためのおおさき探索マップ」を作成し、町内の周遊を促進
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